
海洋教育のデザイン 

１．学校名  気仙沼市立面瀬小学校 

２．活動テーマ名 「海と生きる気仙沼」の魅力を学び発信する海洋教育カリキュラムの作成 

３．実践の概要・ねらい 

学年の発達段階に合わせ，総合的な学習の時間，教科・領域において単元のねらいと関連付けながら

「海に親しむ」「海を知る」「海を守る」「海を利用する」活動を設定する。学習活動を通して「海と生き

る」ことの本質を捉えさせ，海や地域のために活動する実践力を育てる。地域の海に愛着をもち，その特

性やよさに気付かせるために多様な体験的活動を取り入れる。また，活動を支える外部支援体制も構築

する。それらの授業（活動）計画を立案，実践し，指導方法を評価する。 

    

４．実践計画  

（１）単元開発                    別添資料① 海洋教育マトリックス参照 

○１学年「いろいろなふね」（国語科） 

    船について興味をもったことを体験的に調べる。 

○１学年「おもせのしき～うみであそぼう」（生活科・図画工作科） 

    海の自然（磯）と親しむ活動を行い，海と進んで関わろうとする態度を養う。 

○２学年 「ぼうけん！はっけん！からくわのうみ」（学校行事・生活科） 

    海の自然（砂浜）と親しみ，養殖筏を見学するなどし，気付いたことを表現する。   

○３学年 「未来に残そう面瀬の生き物たち」（総合的な学習の時間，理科） 

    川と海にすむ生き物の違いを調べ，生き物と周辺の環境の関係について知る。海藻肥料を活用 

し栽培活動に取り組み里山循環を学ぶ。 

○４学年 「山川里海の命を育む面瀬川」（総合的な学習の時間） 

    海と川や山との関係について調べ，循環の仕組みを理解する。米や塩づくり体験を行い，自然の

恵みを大切にする思いをもつ。 

○５学年 「海と生きる気仙沼」（社会科及び総合的な学習の時間） 別添資料② 

    地域の産業について調べ，海とのかかわり方を考える。海や水産業に関心をもち，課題を探究す

る。 

○６学年 「海の歴史を調べよう」（社会科） 

    海の歴史や文化に関心をもち，地域環境と関連づけて調べる。 

 

（２） 地域連携と学校間ネットワークの構築 

 水産関連施設や行政と連携する。連携する関連施設の数を増やし連携体制を整えるとともに，学びの

質的な向上を図る。学校間ネットワークを構築し，協働的に活動する。 

 

（３） 海洋教育に関連する図書の充実 

 児童の「知りたい」「調べたい」という思いに対応するために海洋関連図書の拡充を図る。 

 

（４） 職員研修の充実 



 研究会への参加及び先進地域視察を行う。 

 

５．今年度の実践  

（１）計画からの追加・変更点   

全校児童対象にライフセービング学習を実施した。 

  ６学年において新規に「魅せっぺプロジェクト」（総合的な学習の時間の活動）を実施。海や水産業

を含め，地域の魅力と問題点を探究し，発信する活動を行った。 

 学習経験をもとに，児童や保護者が活動への思いを表したかるたを作成した。 

  

（２）実践の成果  

○ 磯や砂浜において「海に親しむ」活動を行うことで，児童は，自然を身近なものとして捉え，自然

環境と人との関わりについて，自身の課題として考えることができた。（１学年「うみであそぼう」，

２学年「ぼうけん！はっけん！からくわのうみ」，５学年「海と生きる気仙沼～磯観察をしよう」） 

○ 気仙沼湾に実際に足を運んで海の様子を見たり，海を生かした仕事（水産業や観光業・町づくり

等）に充実する人の話を聞いたりする活動を通して「海を知る」ことで，児童は，地域の現状を共感

的に捉えることができた。（５学年「海と生きる気仙沼」，６学年「魅せっぺプロジェクト」） 

○ 海藻を肥料として活用したり，気仙沼産の水産物を調理したりする活動を通して，児童は「海を生

かす」ことの有用性について考えることができた。（３学年「未来に残そう面瀬の生き物たち」，４学

年「山川里海の命を育む面瀬川～気仙沼おにぎりをつくろう」，５学年「海と生きる気仙沼」） 

保護者や地域と一体となった食育の取組が認められ，「みやぎ食育大賞」を受賞した。別添資料③ 

○ 地域の魅力を調査し，発信する活動を通して，児童は，「海と生きる」ことの意義を考え，よりよ

い地域の創造に向けて意欲をもつことができた。（５学年「海と生きる気仙沼」，６学年「魅せっぺプ

ロジェクト」） 

○ 外部機関と協力・連携することで，教員の海に対する知識や経験の不足を補い，学習を充実させる

ことができた。 

 

（３）次年度への課題  

  今後も海洋教育を通して「海と生きる」気仙沼のよさと課題を知り，地域づくりに参画・貢献でき

る児童を育成する。SDGｓを念頭に，主体的・対話的で深い学びの実現に向けて，カリキュラムを充

実させ，学習の成果や児童の変容を広く発信する。地域人材，地元企業，大学，各専門機関との連携

の継続と強化に努める。 

 

６．主な連携機関及び内容  

  東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター 丹羽淑博先生  

   ５学年 総合的な学習の時間「海と生きる気仙沼」 

東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター 加藤大貴先生 

 ６学年 社会科「かつお漁の歴史」 

  宮城教育大学 （溝田浩二先生） 



   ３学年 総合的な学習の時間「未来に残そう面瀬の生き物たち～水辺の生き物に関する講話」 

  NPO 森は海の恋人 畠山信氏 

   ２学年「ぼうけん！はっけん！からくわの海」実地調査，講師 

  マルセンわかめグループ 

   ５学年「海と生きる気仙沼～わかめ養殖を体験しよう」講師 

  宮城県北部鰹鮪組合 

   ５学年「海と生きる気仙沼～親子海鮮料理教室」講師 

  宮城県気仙沼水産試験場 

   ５学年「海と生きる気仙沼～磯観察」講師 

  気仙沼市（観光課・水産課） 

   ６学年「魅せっぺプロジェクト」実地調査協力 

 

７．添付資料 

   ① 海洋教育マトリックス 

   ② 学習指導案 「海と生きる気仙沼」（５学年総合的な学習の時間） 

   ③ みやぎ食育大賞受賞の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



海洋教育のストーリーマップ １年生「うみであそぼう」「いろいろなふね」               気仙沼市立面瀬小学校 
【実践のねらい】 
○ 海や海に関連する仕事をする人とのかかわりに関心をもち，生き物探索や遊び，調査活動を通して触れ合うことで，海のよさに気付き，親しみをもつとともに，自然とかかわることの楽しさ

を味わうことができるようにする。 
○時数 ９月～１１月  ２７時間 

○関連 生活科，図画工作科，音楽科 

○身に付けたい力 
【人を大切にする力】 ・海の楽しさがわかり，海にかかわる人と進んで交流する。 
【自分の考えをもつ力】 ・自分と身近な海とのかかわりに関心をもち，自然のすばらしさに気付く。 
【自分を表現する力】 ・気付いたことや楽しかったことについて，言葉，絵，動作，劇化などの方法により表現し，気付きを深める。 
【チャレンジする力】 ・海を大切にしたり，自分たちの遊びや生活を工夫したりする。 

・自分のよさや可能性に気付き，意欲や自信をもって生活する。 
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【主な連携先と内容】 
気仙沼海上保安署；海上保安
庁の仕事，多様な船の紹介 

第三次「うみをつくろう」（生活科） 
（４） 

海の情景を思い浮かべながら 自然
物や漂流物を使って，海で気付いたこ
とを表現する。 

第二次「うみをかこう」（図画
工作科）（２） 

海で感じたことを絵に表す。 
 

「うみのうた」（音楽２） 
「うみ」など海に関す

る歌を歌い，海に思いを
もつ。 

「うみであそぼう」（生活科） 
＜第一次＞「うみであそぼう」
（４） 
・磯の生き物を見つけ，海の生
き物のおもしろさや不思議さ
に関心をもつ。 
・岩井崎での遊びを通して，磯
での活動の楽しさを味わい，進
んで海にかかわることができ
るようにする。 

「いろいろなふね」（国語科）  
 ＜第一次＞「のりもののことをし
らべよう」（８） 

説明文「いろいろなふね」を読み，
客船や消防艇等船の特徴を知る。 
 

＜第二次＞「海をまもるふね」（３） 
気仙沼湾に行き，海上保安艇を見

学し，船の役割に興味をもつ。船の
見学や職員への聞き取りを通して
船の特徴を調べる。 

＜第三次＞ 「ふねのひみつじてん
をつくろう」（４） 

図書とインタビューで調べたこ
とをもとに，「ふねのひみつじてん」
を作る。 
 



海洋教育のストーリーマップ ２年生「ぼうけん！はっけん！からくわの海」              気仙沼市立面瀬小学校 

【実践のねらい】 
○ 身近な人々，地域の海や公共物などとのかかわりに関心をもち，触れ合うことで，海のよさに気付き，親しみを持つとともに，自然とかかわることの楽しさを味わうことができるようにする。 
 
○時数  ９月～１１月  ８時間 

○関連 生活科，図画工作科，学校行事（遠足） 

○身に付けたい力 
【人を大切にする力】・身近な人々や海，地域にかかわることの楽しさがわかり，進んで交流する。 
【自分の考えをもつ力】・自分と身近な海，地域とのかかわりに関心をもち，自然のすばらしさに気付く。 
【自分を表現する力】・気付いたことや楽しかったことについて，言葉，絵，動作，劇化などの方法により表現し，気付きを深める。 
【チャレンジする力】・海を大切にしたり，自分たちの遊びや生活を工夫したりする。 

・自分のよさや可能性に気付き，意欲や自信をもって生活する。 
 
 
 
 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
体
験
的
な
活
動 

 

探
究
的
な
活
動 

 

表
現
活
動 

 

【主な連携先と内容】 
NPO 森は海の恋人：海や養殖
場の案内，海の生物に関する
講話 

「 ぼ う け ん ！ は っ け
ん！からくわの海」 
第一次「からくわのうみ
をたんけんしよう」（学
校行事４） 
・唐桑舞根の海を訪れ，
養殖いかだの様子を見
たり，鳴り砂に親しんだ
りする。 
・漁師の話を聞き，森と
海のつながりについて
知る。 

第二次「すごいぞ！からくわのうみ」（生活科２）（図画工作科２） 
 ・唐桑の海の様子や体験したことをワークシートや手紙に表す。 
 ・森と海がつながり，多様な生物が生息する豊かな唐桑の海の様
子を絵に表す。 



海洋教育のストーリーマップ ３年生「未来に残そう面瀬の生き物たち」「海藻肥料で野菜をつくろう」   気仙沼市立面瀬小学校 
【実践のねらい】 
○ 生き物調査と観察を通して，面瀬には多様な生物が生息していることに気付き，山・川・里・海と生命のかかわりについて考えたり，海藻を利用した栽培活動を通して，海の役割に気付いた
りする。 
○時数  ４月～２月  ７０時間 

○関連 総合的な学習の時間  

○身に付けたい力 
【人を大切にする力】 ・ふれあい農園運営委員等，地域の人と進んでかかわる。 

・友達と協力して，面瀬の生き物や海藻に関する探究活動を行う。 
【自分の考えをもつ力】 ・面瀬やふれあい農園での体験活動等を通して，地域の自然環境のよさや生物の多様性に目を向け，課題を設定する。 

・友達と協力し，生きもの観察，調査を行う。 
・解決に向けて友達と協力し合って情報収集や整理・分析し，探究したことをレポートなどにまとめる。 
・生物多様性や動植物の命や成長，それらを育む面瀬の自然について自分の考えをもつ 

【自分を表現する力】 ・探究したことや自分の考えを地図などに表現して，下学年や保護者に向けて発表し，考えを深める 
【チャレンジする力】 ・将来に向かって，面瀬川や海，面瀬の自然環境や生き物を守りたいという思いをもち，環境を守るために自分たちができることを考え，実践しようとする。 

・自分のよさや可能性に気付き，意欲や自信をもって生活する。 
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【主な連携先と内容】 
宮城教育大学 溝田浩二先
生：生き物に関する講話，探究
活動への助言 
気仙沼鮭漁業生産組合：サケ
に関する学習 

面瀬の生き物調査隊②（５） 
秋 の 水 田 の 生 き 物 探 し

（ふれあい農園横 佐藤氏
水田） 

面瀬の生き物調査隊③（５） 
秋の面瀬川に行き，川や

サケの様子を観察する。 

博士といっしょに生き物についてもっと調べよう（２０） 
 面瀬で観察した生き物についてさらに調べる 
 Ⅰ 面瀬には，どんな生き物がいるのだろうか  Ⅱ 生き物の特徴を学ぼう（宮城教育大学 溝田浩二先生）（鮭漁業生産組合） 
  Ⅲ 面瀬の生き物をもっとくわしく調べよう 

「未来に残そう面瀬の生き物たち」面瀬の生き物調査隊①（春から夏）
（１０） 
  面瀬の環境や生物に触れ，観察する。 
  ・春のふれあい農園畑の生き物探し（ふれあい農園） 
  ・春の水田の生き物探し（ふれあい農園横 佐藤氏水田） 
  ・初夏の面瀬川の生き物探し （板金前） 

面瀬生き物図鑑を作ろう（２０） 
・面瀬でみつけた生き物や特徴をカードとマップ，模造紙にまとめる。 
・調べたこと，考えたことを発表する。 

「海藻肥料で野菜をつくろう」（１０） 
 面瀬ふれあい農園で海藻肥料を活用し，野菜を作り，親子で調理し味わう。 



海洋教育のストーリーマップ ４年生「山川里海の生命を育む面瀬川～気仙沼おにぎりをつくろう」     気仙沼市立面瀬小学校 
【実践のねらい】 
○ 面瀬川流域や河口域の土地の使われ方等，面瀬川と生活のかかわりを探究し，水辺環境を守るためにできることを考え発信する。 

○時数 ４月～３月 ７０時間 うち海洋に関する学習「気仙沼おにぎりをつくろう」１２時間 

○関連 総合的な学習の時間 

○身に付けたい力 
【人を大切にする力】・地域の農家や漁師と進んでかかわり，米づくりや地元の水産物を使ったおにぎりづくりを体験する。 

・友達と協力して，探究活動を行う。 
【自分の考えをもつ力】・面瀬川流域調査や米づくり体験等を通して「山・川・里・海」のつながりに目を向け，課題を設定する。 

・友達と協力し，米づくりを体験したり，面瀬川源流調査を行ったりしながら，自分の課題を解決する。 
・解決に向けて友達と協力し合って情報収集や整理・分析し，探究したことをレポートなどにまとめる。 
・海山里海のつながりに気付き，水辺環境を守るためにできることを考える。 

【自分を表現する力】・探究したことや自分の考えを新聞などに表現して，下学年や保護者，地域に向けて発表し，考えを深める。 
【チャレンジする力】・将来に向かって，面瀬川や海等の自然環境を守りたいという思いをもち，そのために自分たちができることを考え，実践しようとする。 

・自分のよさや可能性に気付き，意欲や自信をもって生活する。 
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【主な連携先と内容】 
地域の農家，面瀬公民館：米づ
くりへの助言，水田の貸与 

「気仙沼おにぎりをつくろう」（１２） 
 気仙沼産の食材（塩，サケ，米）を使って，おにぎりを作り，味わう。 
  ・昔ながらの塩づくりを体験する。 
 ・サケの一生や，体のつくりについて学習する。 
 ・ご飯を炊き，親子でおにぎりを作り，味わう。 

面瀬川探検隊① 
～面瀬川のまわりの土地の様子を調べよう 
 Ⅰ 水田の水は，どこから来ているのだろう 
 Ⅱ 面瀬川はどこにつながり，どのように利
用されているのだろう 

面瀬川探検隊② 
～面瀬川のはじまりを探そう 
 面瀬川の源流から，河口までを探索
し，面瀬川の使われ方を知る。 

「米づくり体験」 
 面瀬川流域の自然環境を生かし，米づくり
を体験する。 

面瀬川フォーラム 
 調べたことを模造紙や模型，多様な形に
まとめ，発表する。 

面瀬川探検隊③～川を守るために自分た
ちができることを考えよう 
 Ⅰ 地域の人は，川や海を守るために
どのような取組をしているのか 
 ・NPO「森は海の恋人」 
 ・「面瀬川ホタルを守る会」等 
 Ⅱ 自分たちができることを考える 

面瀬川流域マップをつくろう 
 調べてわかったことを地図に表す 



海洋教育のストーリーマップ ５年生「海と生きる気仙沼」                       気仙沼市立面瀬小学校 
【実践のねらい】 
○ 海や水産業から課題を見出し，探究する。海洋環境について考えたことや漁業復興への思いを発信する。 

○時数  ４月～２月  ８０時間 

○関連 総合的な学習の時間，国語科，社会科，理科，家庭科  

○身に付けたい力 
【人を大切にする力】 ・気仙沼の海，水産業に関心をもち，地域の一員として海とのかかわりを考える。 

・面瀬地区や気仙沼に住む人のくらしを見つめ，地域の一員として地域の在り方を考える。 
【自分の考えをもつ力】 ・気仙沼の海や水産業に目を向け，海や水産業に関する課題を設定する。 

・課題や探究方法を見直し，自分の調べたいことを多様な方法で調べる。 
・海や水産資源の大切さに気付き，海を守るにはどうしたらよいか自分の考えをもつ。 

【自分を表現する力】 ・解決に向けて情報収集や整理・分析し，探究したことを研究レポートなどにまとめる。 
・探究したことや自分の考えをポスター，研究レポートなどに表現して，下学年や保護者，地域に向けて発表し考えを深める。 
・海洋フォーラムで，自分の考えを述べる。 

【チャレンジする力】 ・環境や地域のために自分たちができることを考え，実践しようとする。 
・自分のよさや可能性に気付き，意欲や自信をもって生活する。 

 
 
 
 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
体
験
的
な
活
動 

 
 

探
究
的
な
活
動 

 

表
現
活
動 

 

【主な連携先と内容】 
宮城県気仙沼水産試験場：磯
観察講師 
宮城県北部鰹鮪組合：漁業の
探究活動への助言，マグロ船
乗船体験，海鮮料理教室講師 
横田屋本店：海苔養殖に関す
る探究活動 
マルセンワカメグループ：ワ
カメ養殖体験 

海の調査隊Ⅰ（１０） 
地域の博物館の企

画展で養殖について
知る。 

生活・学習経験や海の調査
隊Ⅰ・Ⅱをもとに探究課題
をつくる。（４） 

海の研究をしよう（課題別個人探究活動）（２０） 
 個人の課題に基づき，探究を行う。 
A 海の生き物 
B 養殖 
C その他 

海の調査隊Ⅱ（１０） 
岩井崎で磯の生き

物調査を行い，海の
豊かさを知る。 

養殖体験①（４） 
地域でわかめ養殖に携わ 

る方から話を聞き，海の環 
境や養殖に興味をもつ。 

  わかめの「種はさみ」の体 
験活動を行う。 

養殖体験②（４） 
わかめの収穫 

親子魚料理教室（４） 
気仙沼に水揚げされる魚

を使った料理を考え，親子で 
調理する。 

海のフォーラムを開こう（１０） 
 ・調べたことをまとめ，発表する。 
 ・将来の海や水産業について話し合う。 

特別授業（４） 
「三陸の豊かな海」 
東京大学 丹羽淑博先生 

マグロ船体験
乗船 
・港町探索 
（１０） 



海洋教育のストーリーマップ ６年生「魅せっぺプロジェクト」                     気仙沼市立面瀬小学校  
【実践のねらい】 
○ 地域の特長や問題点等を体験的・探究的に調べ，まとめたことを広く発信する。活動をもとに将来への展望をもつ。 

○時数 ４月～３月  ７４時間 

○関連 総合的な学習の時間，社会科 

○身に付けたい力 
【人を大切にする力】 ・面瀬地区や気仙沼にすむ人のくらしを見つめ，地域の一員として地域の在り方を考える。 
【自分の考えをもつ力】・生活・学習経験をもとに，魅力や問題点等地域に関しての探究課題を設定する。 

・解決に向けて情報収集や整理・分析し，探究したことをレポートなどにまとめる。 
【自分を表現する力】 ・課題や探究方法を見直し，自分の調べたいことを多様な方法で調べる。 

・コンピュータソフトを用いて，スライドを作成する。 
【チャレンジする力】 ・地域の特色を調べ，未来の気仙沼について自分の考えをもつ。 

・探究したことや自分の考えをポスター，研究レポートなどに表現して，下学年や保護者，地域に向けて発表し，考えを深める。 
 
 
 
 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
体
験
的
な
活
動 

 

探
究
的
な
活
動 

 

表
現
活
動 

 

【主な連携先と内容】 
気仙沼市（水産課，観光課等）：
地域に関する探究活動 
男山本店，斉吉商店：食に関す
る探究活動 

まちの調査隊Ⅰ（１０） 
 水産関連施設を見学
したり，利用者や職員
と交流したりする。 

まちの調査隊Ⅱ（１０） 
 環境に関する施設を
見学したり，職員にイ
ン タビュ ーした りす
る。 

気仙沼の魅力を調べよう（２０） 
 まちの特徴（魅力，問題点）について，課題別に調べる 
  A 産業（水産業）  
  B 福祉・復興まちづくり 
  C 環境（水環境を守る） 
  D 食（海を生かした郷土料理） 
 会津若松と気仙沼の特徴を比較する。 

コンピュータで
プレゼン資料を
作成する。（１０） 

まちの魅力をリーフレッ
トやパンフレットにまと
める。（１０） 

発表会を行い，地域
や保護者に向けて発
信する。（６） 

生活・学習経験やまち
の調査隊Ⅰ・Ⅱをもと
に探究課題をつくる。 
（４） 

特別授業（社会科４） 
「かつお漁の歴史」 
東京大学 加藤大貴先生 


